
同和地区出身である相談者から、採用面接の

際に差別的な質問をされた。選考結果は不採用で

あり、この件にどう対応すればよいかわからない。

また、次での就職活動に不安を感じている、との相談があった。

相談者は面接の際に、居住地が同和地区かどうかを特定

するために住所付近の公共施設を聞かれている。その質問を

受け、相談者は面接官に「差別につながるので答えられない」と

返答すると、面接官からは「出身地を言えないと営業ができ

ない。どうして答えられないのか。」「あなたは部落差別を受

けたことがあるのか。でも、うちでは営業で使うことがあるか

ら、出身を答えられないといけないんだよ。」と言われた。

この会社の面接を受けたのは、相談者の他に３人いたが、

他の求職者に同じ質問はおこなわれなかった。

相相
談談

●(財)大阪府人権協会 人権相談
　TEL ０６－６５８１－８６３４　FAX ０６－６５８１－８６１４
●大阪府府民文化部 人権室人権相談・擁護グループ
　TEL ０６－6210－9283　FAX 06－6210－9286
●大阪府 商工労働部 雇用推進室労政課　労政・労働福祉グループ
　TEL 06－6210－9518　FAX 06－6210－9517
●大阪のハローワーク
大阪東、梅田、大阪西、阿倍野、池田、枚方、門真、河内柏原、河内長野、堺、岸和田、
泉大津、泉佐野

【各種相談窓口】

特別な職業上の必要性が存在することその他業務の目的の達成に必要不可欠で
あって、収集目的を示して本人から収集する場合以外は、次の情報を収集してはいけ
ません。
●人種、民族、社会的身分、門地、本籍、出生地、その他社会的差別の原因となるお
それのある事項　

●思想及び信条
●労働組合への加入状況

※＜求職者の個人情報の取り扱い
（職業安定法に基づく厚生労働大臣指針）＞

「＜断絶＞埋める試み ＿ 
　　　　東日本大震災と人権学習」
「＜断絶＞埋める試み ＿ 
　　　　東日本大震災と人権学習」

2011年3月11日に起きた東日本大震災の特徴は、太平

洋沿岸部をおそった大津波である。多くの方々の尽力により、現

在、津波の被害を受けなかった地域ではほぼ以前の暮らしを取り

戻しつつあるが、被害を受けた地域の復興はいまだままならな

い。それに加えて、計り知れないのが精神的なダメージであ

る。ふるさとや家、仕事だけでなく、目の前で多くの方々の命

が失われたという経験をしている人は多い。

そんななかでいま、学生とともに大学のある名取市の震災復

興に関する調査を実施しつつある。しかし、こうした被災地を

対象とする調査で浮かび上がるのは、被災者とそうでない者と

の＜断絶＞である。被災された方々にとっては嫌な、思い出した

くもない体験を聞かれることになるため、安易に被災地を調査

して欲しくない、被災のことを簡単に考えて欲しくないという当事

者の声が聞かれる。

とはいえ、阪神・淡路大震災のみならず、原爆・戦争・公害・被差別体

験などに共通して言えることだが、苦難を受けた人はその痛みを忘

れるのではなく、痛みと共に生きていくことになる。であるならば、

そうした痛みは皆で共有できた方がよい。そのためには、当事者で

なくとも共感的に理解しようとする人々が多い方がよい。

最も問題なのは、忘却と無関心であろう。そうさせないがた

めに、自分の痛みを見つめつつも、語り部の方々は多くの人々に自

分の経験を語り伝えてきた。また、阪神・淡路大震災の震災モニュメン

トや、ヒロシマの原爆ドームなど、亡くなられた方々の生きた証を共

に記憶する試みも重要である。その前提となるのは、人々の経験や

想いを丁寧に明らかにし、発信していく取り組みである。

経験のちがいによる＜断絶＞は確かに大きい。しかし、そうした

＜断絶＞を少しでも埋めるような試みは、これまでの人権学習や人

権問題学習においても培われてきたはずである。そうした実践が

広がることを願うとともに、私もその一端を担いたい。

東日本大
震災と人

権

内 田 龍 史（尚絅学院大学教員）
うち だ りゅう し

同和問題に関する相談
（就職差別の事例）
同和問題に関する相談
（就職差別の事例）

大阪人権博物館大阪人権博物館
「見て、触って、体感 －豊かな心をはぐくむ学びの館－」として

2011年3月にリニューアルオープンしました。

人権相談の
現場から
人権相談の
現場から

出生地など差別の原因となるおそれがある

質問は、就職差別であること、相談者の回答等の

対応方法は間違っていないこと、職業安定法で

「求職者等の個人情報の取り扱い」（第5条の４）※が定めら

れ、不必要な求職者等の個人情報を収集してはいけない等の規

定がされていることを伝えた。

相談者に、管轄のハローワークに相談するよう助言を行うと

同時に、相談者の了解のもと、大阪労働局からも大阪府商工

労働部など関係機関へ報告を行った。

本人の訴えと労働局の指示により、管轄のハローワーク

から同社に対して事実確認がおこなわれ、面接官は面接時の

発言を認めた。その後、ハローワークの指導により、同社におけ

る会社全体での採用に関わる計画等の抜本的な改善や、面接

担当をはじめとする全社員の人権研修の実施がなされた。

対対
応応

施 設 等 紹 介施 設 等 紹 介

■展示室に12の体験コーナー
　体験コーナーでは、五感を使って学ぶことができます。触れたり、身体を動かし
たりと12あるコーナーで、楽しく参加、体験するなかで、新たな発見や、気づきが
うながされ、理解を深めることができます。

■いのちの学習、キャリア教育などにつながる、新たなテーマが加わりました。

総 合 展 示 統 一 テ ー マ「 私 た ち の い の ち・社 会・未 来 」

ゾーン１ いのち･輝き
生命を感じる・守る・はぐくむ、

自他の尊重など

ゾーン2 共に生きる社会をつくる
世界と大阪、大阪の中の多様なくらし・文化、

地域で共に生きるなど

ゾーン3 夢・未来
働くということ、くらしを支える仕事、
職業体験を通してみる自分の未来など

私たちの生命はかけがえのないものです。こ
の世に生まれてきたすべての生命が大切にさ
れる社会とはどのようなものでしょうか。

“体感！生まれてくることってスゴイ!!”、
“メモリアルキルトを通じて学ぶ命の
大切さ”など

体 験
コーナー

大阪から日本や世界を見渡すと、多くの文化や生
活、歴史があることに気づきます。さまざまな文化や
人びとの生き方が大事にされ、共に生きる社会をつく
るために私たちに何ができるのか、考えてみましょう。

“いろんな衣装を着てみよう”、“バリア
フリーを学ぼう！”“見つけよう！ 暮らしの
なかの牛”など

体 験
コーナー

“私たちの暮らしを支えているさまざま
な仕事”などコーナー

◆開館時間
   午前10時～午後５時（ただし入館は午後４時３０分まで）
◆休 館 日
   毎週月曜日（ただし休日の場合はその翌日）
   休日の翌日（ただし日曜日はのぞく）
   第４金曜日・年末年始・臨時休館日
◆入館料

　※中学生以下、65歳以上、障がい者(介助者含む)は無料
　※（　）内は有料入館者が20名以上の場合に適用となる団体料金
　※人権週間(12月4日～10日)は無料

◆案内図
ＪＲ環状線｢芦原橋｣下車、南へ約６００ｍ
ＪＲ環状線・大和路線｢今宮駅｣下車、
西へ約８００ｍ
大阪市営バス｢なにわ西３丁目｣下車、
西へ約１００ｍ
南海汐見橋線｢木津川駅｣下車、東へ約３００ｍ
〒556-0026
大阪市浪速区浪速西３－６－３６
ＴＥＬ 06-6561-5891
ＦＡＸ 06-6561-5995
ホームページ
http://www.liberty.or.jp

通常観覧料
 一　　　般
高校生・大学生

250円（200円）
150円（100円）

500円（400円）
300円（200円）

特別展開催期間

世の中にはさまざまな職業があり、多くの人たちが
働いています。働く人がどんな体験をしているかを知
ることや、自分に合った仕事を調べることなどを通し
て、みなさんの夢や未来について考えてみましょう。

原発事故による被ばくを避けるために避難してこられた方々が、ホテル
で宿泊を拒否されるケースや、子どもが避難先でいじめを受ける
などの事例が報道されています。
現在、大阪府にも多くの方々が避難されていますが、放射能の影響を

心配するあまり、根拠のない思い込みや偏見で差別することは人権侵
害につながります。
正しい知識と思いやりを持って、被災された方々への温かいご支援
をお願いします。

●大阪府が発信する放射線関連情報については、右記のリンクをご覧ください。
●放射線被ばくについては、独立行政法人 放射線医学総合研究所のホームページをご覧ください。

原発事故による放射線被ばくの風評被害について

http://www.pref.osaka.jp/chikikansen/20110317hosyano/index.html
http://www.nirs.go.jp/index.shtml

大阪府では…
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